
日本原子力学会 核燃料部会 

平成 26 年度 第一回運営小委員会議事録 

 

日時  ：平成 26 年 5 月 20 日(火) １３：３０～１５：４５ 

場所  ：日本原子力学会 事務局 会議室 

出席者 ：(委員以下は 50 音順) 

湊部会長、安部田副部会長、平井副部会長、池田委員(NDC)、 

池田委員(JNFL)、岩元委員、宇埜委員、逢坂委員、小野委員、 

小野岡委員、木下委員、草ケ谷委員、高松委員、手島委員、 

永瀬委員、野田委員、巻上委員、藤塚(記)(18 名) 

議事 

１．前回運営小委員会議事録確認 

藤塚庶務幹事から、前回(25 年度第 4回)運営小委員会議事録(資料１)が提

示された。コメント反映済みであり、説明は省略した。 

 

２．平成 26 年度運営小委員会名簿、業務分担表等 

藤塚庶務幹事から、資料 2‐1 により 26 年度の運営小委員会名簿、業務担

当を確認した。なお、電中研の木下委員から尾形氏への交代について報告があ

った。 

また、藤塚庶務幹事から資料 2－2により今後の業務分担計画表の紹介があ

り、円滑な引継ぎのため、備考欄に部会長・副部会長のＪＡＥＡ・産業界等か

らの選出方針や原則最長 2年とする任期方針を記載したことの報告があった。 

 

３．平成 25 年度収支実績と平成 26 年度予算の確認 

藤塚庶務幹事から、資料３により、25 年度収支実績と 26 年度予算案を報告

した。25 年度の配布金のうち約 7万円の余剰金は学会に返納する。 

 

４．核燃料部会の活動状況について 

安部田副部会長から、26 年度の核燃料部会の活動状況について、資料 4－1

により核燃料部会ジルコネット、標準委員会炉心燃料分科会、安全対策高度化

技術検討特別専門委員会燃料ＷＧなどの役割等について説明があった。 

また、藤塚庶務幹事から資料 4－2により、26 年度の核燃料部会活動の見通

しとして、ジルコネット、トリウム利用ＷＧ、ＡＮＦＣ、溶融塩研究専門委員

会などの活動の背景・活動計画等について説明があった。 

なお、湊部会長から、部会予算を支出した件名はその実施結果について運営

小委員会に報告するように指示があった。 



５．25 年度活動報告 

平井副部会長から、資料 5－1 により、学会事務局に提出した核燃料部会平

成 25 年度活動報告書の説明があった。 

また、平井副部会長から、資料 5－2により「溶融塩技術の原子力への展開」

研究専門委員会(山脇委員長)の 25 年度活動状況として 3 回の会合の内容説明

があった。 

 

６．26 年度核燃料・夏期セミナーについて 

永瀬夏期セミナー幹事から、資料 5－3 により夏期セミナーの準備状況につ

いて説明があった。プログラムがほぼ確定したこと、メール審議結果によりセ

ミナー申し込み締め切りを運営に支障のない範囲で延長したこと、案内状の送

付を開始したこと、核燃料部会ホームページや原子力学会誌への掲載依頼を行

ったこと等について報告があった。 

また、特別セッションとして大阪大学黒崎先生により「大阪大学における核

燃料研究の歴史」を紹介していただくが、今後「核燃料研究の歴史」をシリー

ズ化してはどうかとの提案があった。 

 

７．核燃料部会報(No.49－2)について 

小野岡広報(部会報)幹事から、資料 5－4 により核燃料部会報(No.49－2)の

進捗状況の説明があった。入稿済みの原稿に加え、5月末目途の入稿待ちの原

稿を取りまとめ、26 年 6 月の発行を予定している。 

 

８．第 3回核燃料部会賞について 

逢坂委員から、資料 5－5により、部会賞実施要領の変更案等の説明があり、

「委員等」として企画小委員会からも選任できること、選考評価書は選考小委

員会を開催して審議すること、などの実施要領修正案が示され、運営小委員会

として承認し、今後は部会賞実施要領変更案を核燃料部会員メール審議に諮る

こととした。 

なお、委員等の選出方法の詳細について今回の運営小委員会での検討を踏ま

え、修正内容を運営小委員会委員にメールし、参考資料として詳細確認を行う

こととした。 

また、選考小委員会委員等として当面の活動を行う26年度6名を承認した。 

 

９．ＡＮＦＣの今後の運営について 

逢坂委員から、資料 5－5 により、ＡＮＦＣ運営に係るＭＯＵの改定につい

て前回の運営小委員会の審議を踏まえ、今後の方針として次回以降のＡＮＦＣ



の具体的な運営体制・方法については核燃料部会にて検討すること、ＭＯＵ文

案におけるＡＮＦＣとＷＲＦＰＭの関係について「in accordance with」を「in 

conjunction with」と修正することが承認された。 

また、ＡＮＦＣ2014 の準備状況について報告があった。 

 

１０．2014 年秋の大会企画セッション提案書 

逢坂委員から、資料 5－5 により既に運営小委員会メール審議により承認さ

れた題記企画セッションの提案書の紹介があった。 

 

１１．その他 

次回運営小委員会は、7 月 10 日 12 時から 13 時まで夏期セミナー会場にて

行うこととしており、議題を 6 月中旬目途に募ることとした。（弁当付、費用

要） 

 

                                以上 

 
 


